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環境改善・ばく露対策室

「皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル」改訂の概要



化学物質の自律的な管理の導入

○ 労働安全衛生法に基づき、
・ 危険有害な化学物質を譲渡・提供する者（メーカー、卸売等）には、次の義務が課されている。
①名称や人体に及ぼす作用などの危険有害性情報をラベル表示する義務
②譲渡・提供する相手方に文書（ＳＤＳ：Safety Data Sheet）を交付して、成分・含有量などの危険有害性情報を通知する義務

・ 譲渡・提供を受けたユーザー企業等は、①②の情報を踏まえた③危険性・有害性等の調査（リスクアセスメント）を行い、その結果に基
づいて④必要なばく露低減措置（例：適切な保護具の使用）を講ずる義務が課されている。

化学物質規制体系の抜本的見直し（下図）により、令和８年４月には①～④の対象物質が約2,900に拡大。
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【R6.4.1~】危険性・有害性が
確認された全ての物質を対象に、
物質や作業場等の状況に応じた
規制に転換
・上記①～④を義務化
・リスクアセスメントの結果に
基づく措置については、ばく
露を最小限に（特に濃度基準
値がある物質は濃度基準値以
下に）するための措置を事業
者が適切に選択して実施

③個人ばく露測定（※）

を含むリスクアセス
メント

（※）労働者の身体に装着
したサンプラーを用い
て化学物質のばく露の
程度を測定する方法

④ばく露低減措置
製造・使用等禁止物質
（石綿等）（８物質）

特別規則対象物質
（約300物質）
※法令上約100物質

国によるGHS分類に
より危険性・有害性
が確認された化学物
質（リスクアセスメ
ント対象物）

R6.4.1～ 約1,100物質

R7.4.1～ +約700物質

R8.4.1～ +約800物質

（以降も順次追加）

GHS未分類物質

【従前】特定の化学物質に
対する一律の規制が中心

（注）ＧＨＳ：2003年7月に国際連合から公表された「化学品の分類および表示に関する世界調和システム（Globally Harmonized System 
of Classification and Labelling of Chemicals）」。日本では「日本産業規格Ｚ7252（ＧＨＳに基づく化学品の分類方法）」において化学品
の分類方法が定められており、これに基づく分類判定の結果を用いて、ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質を特定している。

※③、④は製造メーカー等においても実施
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化学物質の自律的管理に係る改正内容と施行日

2023(R5).4.1 2024(R6).4.1

化
学
物
質
管
理
体
系
の
見
直
し

名称等の表示・通知をしなければならない化学物質の追加

ばく露を最小限度にすること
（ばく露を濃度基準値以下にすること）

ばく露低減措置等の意見聴取、記録作成・保存

皮膚等障害化学物質への直接接触の防止
（健康障害を起こすおそれのある物質関係）

衛生委員会付議事項の追加

化学物質によるがんの把握強化

リスクアセスメント結果等に係る記録の作成保存

化学物質労災発生事業場等への監督署長による指示

リスクアセスメント等に基づく健康診断の実施・記録作成等

がん原性物質の作業記録の保存

実
施
体
制

の
確
立

化学物質管理者・保護具着用責任者の選任義務化

雇入れ時等教育の拡充

職長等に対する安全衛生教育が必要となる業種の拡大

情
報
伝
達
の
強
化

ＳＤＳ等による通知方法の柔軟化

「人体に及ぼす作用」の定期確認及び更新

通知事項の追加及び含有量表示の適正化

事業場内別容器保管時の措置の強化

注文者が必要な措置を講じなければならない設備の範囲の拡大

管理水準良好事業場の特別規則適用除外

特殊健康診断の実施頻度の緩和

第三管理区分事業場の措置強化

2022(R4).5.31(公布日)施行
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皮膚等障害化学物質への直接接触の防止について

①健康障害を起こすおそれのあることが明らかな物質を製造し、又は取り扱う業務に従事する労働者

→ 不浸透性の保護衣、保護手袋、履物又は保護眼鏡等適切な保護具の使用：義務（令和６年４月１日～）

○皮膚等障害化学物質及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト

化学物質による労働災害防止のための新たな規制について→対象物質の一覧参照
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html

②健康障害を起こすおそれがないことが明らかなもの以外の物質を製造し、又は取り扱う業務に従事する労働者
（①の労働者を除く）
→ 保護眼鏡、保護衣、保護手袋又は履物等適切な保護具の使用：努力義務

皮膚等障害化学物質（令和７年１月24日時点）

皮膚刺激性有害物質 皮膚吸収性有害物質

国が公表するGHS分類の結果及び譲渡提供者より提供された
SDS等に記載された有害性情報のうち「皮膚腐食性・刺激性」、
「眼に対する重篤な損傷性・眼刺激性」及び「呼吸器感作性又
は皮膚感作性」のいずれかで区分１に分類されている物質

皮膚から吸収され、若しくは皮膚に侵入して健康障害を生ずる
おそれがあることが明らかな物質

931物質（おおむねCAS番号ベース） 296物質（通達上）
320物質（CAS番号ベース）

➢ 皮膚等障害化学物質を製造し、又は取り扱う業務に労働者を従事させる場合には、労働者に皮膚障害等

防止用保護具を使用させなければならない。
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皮膚等障害化学物質の含有量

※ 複数の裾切値に該当する場合には最も低い値が裾切値となる。

皮膚等障害化学物質の含有量の下限

種類
裾切値（重

量％）※

皮膚刺激性有害物質 １％

皮膚吸収性有害物質
（ただし、国が公表するＧＨＳ分類の結果において有害性区分が以下に
該当するものはそれぞれ右欄の値）

１％

生殖細胞変異原性区分１ ０．１％

発がん性区分１ ０．１％

生殖毒性区分１ ０．３％

皮膚等障害化学物質を含有する製剤について、労働安全衛生規則第594条の２が適用される皮膚等障害化学物

質の含有量の下限については、容器等へのラベル表示（労働安全衛生法第57条第１項）の裾切値の考え方を踏

まえて設定している。

皮膚等障害化学物質の含有量の下限
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皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル
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１ マニュアル策定の趣旨

我が国における化学物質による健康障害事案（休業４日以

上：がん等遅発性疾病除く。）は年間400件程度で推移している。

この障害事案の中では、経皮ばく露による皮膚障害が最も多

く、吸入・経口ばく露による障害発生件数の約４倍程度存在す

る。また、最近では、オルトｰトルイジンやMOCA（4,4’-メチレ

ンビス（2-クロロアニリン））といった、皮膚刺激性はない物

質が皮膚から吸収され発がん（膀胱がん）に至ったと疑われる

事案も発生している。

このような背景を受け、労働安全衛生規則の一部が改正され、

皮膚等障害化学物質等（皮膚若しくは眼に障害を与えるおそれ

又は皮膚から吸収され、若しくは皮膚に侵入して、健康障害を

生ずるおそれがあることが明らかなものをいう。）を製造又は

取り扱う場合は、不浸透性の保護具の使用が義務付けられた。

また、併せて皮膚若しくは眼に障害を与えるおそれ又は皮膚か

ら吸収され、若しくは皮膚に侵入して、健康障害を生ずるおそ

れのないことが明らかでない化学物質等を製造し、又は取り扱

う場合は、不浸透性の保護具の使用が努力義務となった。

このため、主に保護具着用管理責任者の皮膚障害等防止用保

護具の適切な選択・使用・保守管理の実施を推進するため、皮

膚障害等防止用保護具の選定マニュアルを策定した。

２ マニュアルの公表

初版を令和６年２月29日に公表した。令和６年度は保護衣等

に関する記載の拡充を行っており第２版暫定版を現在公表中。

全体の構成（第１版）

第１章 労働安全衛生法関係政省令改正

（令和４年改正）の概要

第２章 皮膚障害等防止用保護具に関する

基礎知識

第３章 化学防護手袋の選定

第４章 化学防護手袋の使用

第５章 化学防護手袋の保守・管理

参考資料
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皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル（第２版暫定版）

第２版暫定版（令和７年２月公表）

第１章 労働安全衛生関係政省令改正（令和４年
改正）の概要

第２章 化学物質労働災害の現状と皮膚障害

第３章 皮膚障害等防止用保護具選定のためのリ
スクアセスメント

第４章 化学防護手袋の選定と使用

第５章 化学防護服（保護衣）の選定と使用

第６章 保護めがねの選定と使用

第７章 化学防護長靴（履物）の選定と使用

参考資料

第１版（令和６年２月公表）

第１章 労働安全衛生法関係政省令改正（令和４年
改正）の概要

第２章 皮膚障害等防止用保護具に関する基礎知識

第３章 化学防護手袋の選定

第４章 化学防護手袋の使用

第５章 化学防護手袋の保守・管理

参考資料

章を新設。

手袋以外の保護具の選

定と使用の情報を追加。

第２章を分割。

災害事例とリスクアセ

スメント関係の情報を

整理・拡充

第２版への改訂を行うに当たって保護具の種類ごとに章立てする等の構成の見直しを行った。

第４章に整理



第２章 化学物質労働災害の現状と皮膚障害（第２版暫定版）
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第２章 化学物質労働災害の現状と皮膚障害

第１節 化学物質の性状に関連の強い労働災害

第１項 化学物質の性状に関連の強い労働災害の発生

状況

第２項 有害物等との接触による労働災害の分析

第３項 労働災害の発生が多い上位10業種における

製品等別・作業別発生状況

第４項 皮膚吸収性化学物質による労働災害

第２節 労働災害の発生状況、原因、対策に関する事例

第３節 皮膚障害（化学熱傷）



第３章 皮膚障害等防止用保護具選定のためのリスクアセスメント（第２版暫定版）
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第３章 皮膚障害等防止用保護具選定のためのリスクアセ

スメント

第１節 選定の基本的な考え方

第２節 皮膚障害等防止用保護具の選定手順

第１項 使用する化学品の情報を収集する

第２項 作業内容、作業工程を解析し、リスクアセス

メントを行う

第３項 作業内容、作業工程を踏まえた、必要な保護

具の選定

第４項 保護具の耐透過性能、耐浸透性能等の決定

第５項 保護具の確認／保護具メーカーのアドバイス

第６項 保護具の決定と作業手順書の改訂

第３節 努力義務物質に関するリスクアセスメント

第１項 努力義務物質の有害性の確認方法

第２項 リスクアセスメントツールを用いた優先順位

付け

第４節 皮膚障害等防止用保護具



第４章 化学防護手袋の選定と使用（第２版暫定版）
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第４章 化学防護手袋の選定と使用

第１節 化学防護手袋の概要

第２節 化学防護手袋における性能の考え方

第３節 化学防護手袋の選定

第１項 取扱い時の性状を確認する

第２項 作業時間と作業内容を確認

第３項 化学防護手袋のスクリーニング

第４項 製品の性能確認

第５項 まとめ

第４節 化学防護手袋の使用

第１項 使用前の留意点

第２項 使用中の留意点

第３項 使用後の留意点

第５項 化学防護手袋の保守・管理

第１項 保管時の留意点

第２項 廃棄時の留意点

材料 … ニトリルゴム ニトリルゴム ニトリルゴム
天然ゴム

（ラテックス）
ブチルゴム

ネオプレン

ゴム

ポリビニル

アルコール

（PVA）

…
フッ素ゴム/

ブチルゴム
…

多層フィルム

（LLDPE）

多層フィルム

（EVOH）
…

厚さ

（mm）
… 0.2

0.3

*0.38

0.45

*0.46
0.23 0.35

0.18

*0.45
- … 0.3 … 0.062 0.06 …

75-07-0 アセトアルデヒド × × × × ◎ × △ △ ◎ ◎

84-74-2 フタル酸ジ－ｎ－ブチル ○ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

96-29-7 ブタンー２ーオン＝オキシム ○ ◎ ◎ × ◎ △ - ◎ - -

149-57-5 ２－エチルヘキサン酸 ○ ◎ ◎ △ ◎ ○ △ ◎ ◎ -

1308-38-9 酸化クロム （Ⅲ） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

1330-20-7 キシレン × △ △* × △ × ◎ ◎ ◎ ◎

CAS登録番号 物質名称

… … … …

※耐透過性能一覧表の抜粋

具体的な化学防護手袋の選択の例を示す。

全て△以上の耐透過性能を有するブチルゴム（0.35mm）もしくはフッ素ゴム/ブチルゴム（0.3mm）の材料の手袋を使用

△で良いかの確認



第５章 化学防護服（保護衣）の選定と使用（第２版暫定版）
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第５章 化学防護服（保護衣）の選定と使用

第１節 化学防護服の概要

第２節 化学防護服における浸透と透過

第３節 化学防護服の選定方法

第４節 全身防護服と部分防護服

第５節 化学防護服の使用

第１項 使用前の留意点

第２項 使用時の留意点

第３項 使用後の留意点

第６節 化学防護服の保守管理

第１項 保管時の留意点

第２項 廃棄時の留意点



第６章 保護めがねの選定と使用（第２版暫定版）
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第６章 保護めがねの選定と使用

第１節 保護めがねの概要

第２節 保護めがねの選定

第３節 保護めがねの使用

第４節 保護めがね使用後の留意点

及び保守管理

第１項 使用後の洗浄と点検

第２項 使用後の保管

第３項 保護めがねの交換



第７章 化学防護長靴（履物）選定と使用（第２版暫定版）
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第７章 化学防護長靴（履物）の選定と使用

第１節 化学防護長靴（履物）の概要

第２節 化学防護長靴の選定

第３節 化学防護長靴の使用

第４節 化学防護長靴の保守管理
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○皮膚障害等防止用保護具選定マニュアル（第２版暫定版）

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001393159.pdf

・参考資料１：皮膚等障害化学物質及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト

（令和７年１月24日時点） https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001164701.xlsx

・参考資料２：耐透過性能一覧 https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216987.xlsx

14

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001339306.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001393159.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001164701.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001216987.xlsx


2021年4月1日

ご静聴ありがとうございました
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